
編
　
集
　
後
　
記

○
論
集
の
体
裁
、
論
集
の
内
容
等
が
従
来
と
多
少
変
っ
た
こ
と
に
対

し
、
前
任
委
員
の
良
き
忠
言
に
よ
っ
た
も
の
が
多
く
、
一
同
感
謝
い

た
し
て
居
り
ま
す
。

○
執
筆
者
、
協
和
印
刷
の
大
田
氏
の
協
力
で
予
定
日
に
発
行
出
来
る

こ
と
は
感
謝
の
い
た
り
で
す
。
そ
れ
に
今
回
か
ら
東
洋
講
座
の
あ
る

米
国
の
大
学
及
び
本
山
よ
り
派
遣
さ
れ
て
居
る
開
教
使
の
滞
在
す
る

北
米
の
若
干
の
寺
院
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
し
た
。

○
巻
頭
に
今
小
路
学
長
の
言
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
奔
西

走
、
席
の
温
ま
る
暇
の
な
い
現
状
で
は
無
理
で
し
た
の
で
、
六
〇
年

前
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
理
性
主
義
、
主
知
主
義
に
反
対
し
、
生
の
体

験
、
表
現
、
理
解
の
連
関
性
に
お
い
て
文
芸
学
を
確
立
し
た
デ
ィ
ル

タ
イ
の
科
学
分
析
を
越
え
た
文
学
の
使
命
論
を
叫
ん
だ
詩
を
拝
借
し

た
。
我
が
学
園
の
研
究
室
の
雰
囲
気
を
示
唆
し
て
居
る
と
思
う
。

○
今
回
か
ら
学
園
後
援
会
か
ら
出
版
費
の
一
部
助
成
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
編
集
委
員
↓
同
安
堵
、
衷
心
か
ら
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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